
建　設
ビューローベリタスジャパン株式会社

申請日　 平成１６年 ２月 １日
＊空欄に記入し、あてはまる項目に○を付けて下さい。

建設評価の種類 ① 建設住宅性能評価 ② 変更建設住宅性能評価

以降の予定 （基礎検査予定日：　H16　年　4月　15日） （竣工検査予定日：　H16年　８　月　３１日）

評価書の ・評価書の製本（ステープラー留め） （　　要　　・　　否　　）
交付方法 ・評価総括表（全住戸の評価内容一覧表） （　　要　　・　　否　　）

工事名称 フリガナ

工事概要 鈴木　一郎　邸 申請者名

鈴木　花子
建設地住所　　〒 ○○○-○○○○

東京都中野区本町○○-○○

建物種類 ①一戸建ての住宅　　②共同住宅等（評価戸数　　戸　／　総戸数　　戸）

建物概要 延べ面積 182.6　㎡ 利用関係 分譲
会社名

申請担当者
(※１）

住所　〒

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

所属　 ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

検査等担当者 会社名

（検査打合窓口）

住所　〒

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

所属　 ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

手数料御請求方法 ① 2回に分割請求（通常の場合） ② 申請受付時に一括請求

手数料 名前（法人の場合は会社名及び代表者名を記載下さい）

御請求先

住所　〒

請求書 名前（法人の場合は会社名及び部課担当者名も記載下さい）

送付先

（＊１と同じ場合は 住所　〒

同上と記入）

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

営業担当

申請戸数

業務期日

OP

名古屋　明

株式会社▼▼▼工務店　代表取締役　山下誠

○○○－○○○○

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

○○-○○○○-○○○○ ○○@○○.ne.jp

○○○－○○○○

鈴木　一郎
○○○－○○○○

東京都中野区本町○○-○○

大阪　進
ｵｵｻｶ　ｽｽﾑ

工事監理課

○○@○○.ne.jp

○○@○○.ne.jp

○○○－○○○○

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

株式会社▼▼▼工務店

手数料

ＨＫ

ＢＶＪＣ　欄　　　　　　　　　　　※申請者記載不要

建設住宅性能評価申請書　（別表）

地上　2階･地下　０階　在来木　造

受付番号

ｽｽﾞｷ　ﾊﾅｺ

○○-○○○○-○○○○

○○-○○○○-○○○○

○○-○○○○-○○○○

株式会社▼▼▼工務店

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

ﾅｺﾞﾔ　ｱｷﾗ
工事施工課

○○-○○○○-○○○○

○○-○○○○-○○○○

記載例

御希望の交付方法を
選択下さい。

一般的には、
代理者様になります。

御請求書作成の際の
相手先になります。
一般的には「申請者」
になります。

後日送付する御請求書
及び引受承諾書の
郵送先になります。

この欄は弊社にて
記載致します。
申請時には記載不要。

この書類は正本にのみ
添付下さい。
副本には添付不要。



第六号様式（第五条関係） （第一面）

平成 16 年 2 月 1 日
ビューローベリタスジャパン　株式会社　殿

申請者の氏名又は名称　

印

代表者の氏名　

　住宅の品質確保の促進等に関する法律第５条第１項の規定に基づき、建設住宅性能評価を申請します。
この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

工事施工者の氏名又は名称　

印

代表者の氏名　

工事監理者の氏名　 印

※受付欄 ※手数料欄

第

申請受理者印

（注意）
①　※印のある欄は記入しないでください。
②　この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４としてください。
③　第一面は、申請者若しくは工事施工者（法人である場合にあっては、それぞれその代表者）又は工事監
　者の氏名の記載を自署で行う場合においては、押印を省略することができます。
④　共同住宅等に係る建設住宅性能評価の申請にあっては、この申請書を共同住宅等一棟又は複数の住戸に
　き一部とすることができます。

　　　　年　　　　　月　　　　　日

ＨＫ

建 設 住 宅 性 能 評 価 申 請 書 （新築住宅）

鈴木　一郎

(株)■■工務店

代表取締役　■■　秀太郎

××設計一級建築士事務所　神戸　始

印

記載例

印

印

代理人による申請の場合は
委任状と同じ印章にて捺印下さい。
※印章が異なると、申請受理出来ません

施工者及び工事監理者名の
記名捺印が必要です。
確認申請時の施工者及び
工事監理者と合わせて下さい。

この欄は弊社にて
記載致します。
申請時には記載不要。



申請者等の概要 （第二面）
【１．申請者】
　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】
【２．代理者】
　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】
【３．建築主】
　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】
【４．設計者】
　【資格】 （ （ 号

　【氏名】

　【建築士事務所名】 （ 号

　【郵便番号】

　【所在地】

　【電話番号】
【５．工事監理者】
　【資格】 （ （ 号

　【氏名】

　【建築士事務所名】 （ 号

　【郵便番号】

　【所在地】

　【電話番号】
【６．工事施工者】
　【氏名又は名称】

　【営業所名】 ） 第 号

　【郵便番号】

　【所在地】

　【電話番号】
【７．建設住宅性能評価を希望する性能表示事項】
　※必須評価事項以外で建設住宅性能評価を希望する性能表示事項を選択してください。

□ 8-1 重量床衝撃音対策　※共同住宅等に限る □ 8-4 透過損失等級（外壁開口部）

□ 8-2 軽量床衝撃音対策　※共同住宅等に限る □ 6-4 室内空気中の化学物質の濃度等

□ 8-3 透過損失等級（界壁）　※共同住宅等に限る

【８．備考】
（注意）
①　申請者からの委任を受けて申請を代理で行う者がいる場合においては、２欄に記入してください。
②　建築主が２以上のときは、３欄は代表となる建築主について記入し、別紙に他の建築主についてそれぞ
　必要な事項を記入して添えてください。
③　４欄及び５欄の郵便番号、所在地及び電話番号には、設計者又は工事監理者が建築士事務所に属してい
　ときはそれぞれ建築士事務所のものを、設計者又は工事監理者が建築士事務所に属していないときはそれ
　れ設計者又は工事監理者のもの（所在地は住所とします。）を書いてください。

○○○－○○○○

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

○○-○○○○-○○○○

株式会社▼▼▼工務店　代表取締役　山下誠

営業の許可（ ○○○○ ○○○○○

××設計一級建築士事務所

○○○－○○○○

神奈川県横浜市神奈川区三ツ沢下町○-○

○○-○○○○-○○○○

神戸　始

１級 ）建築士事務所　 （ 東京都 ）知事登録第 000003

）登録

××設計一級建築士事務所

○○○－○○○○

神奈川県横浜市神奈川区三ツ沢下町○-○

○○-○○○○-○○○○

00002１級 ）建築士 国土交通大臣

神戸　始

１級 ）建築士事務所　 （ 東京都 ）知事登録第 000003

○○○－○○○○

東京都新宿区西新宿○-○-○

○○-○○○○-○○○○

１級 ）建築士 国土交通大臣 ）登録 00002

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

○○-○○○○-○○○○

ｽｽﾞｷ　ｲﾁﾛｳ

鈴木　一郎

○○-○○○○-○○○○

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ▼▼▼ｺｳﾑﾃﾝ　ｵｵｻｶｽｽﾑ

株式会社▼▼▼工務店　大阪　進

○○○－○○○○

ｽｽﾞｷ　ﾊﾅｺ

鈴木　花子

○○○－○○○○

東京都新宿区西新宿○-○-○
記載例

代理者をたてる場合は、
申請者⇒代理者
に対する『委任状』が
必要になります。

確認申請とは違って
申請者=建築主である
必要はありません。

音環境の性能表示は
オプションになります。
選択する場合はチェック
入れて下さい。（手数料別途）
一戸建ての場合は、
8-1～3は選択出来ません。

法人の場合は
代表者名も記載下さい。
以下、同じ。



申請する工事の概要 （第三面）

【１．建築場所】

【２．設計住宅性能評価書の交付番号】第 号

【３．設計住宅性能評価書交付年月日】平成 16 年 3 月 15 日

【４．設計住宅性能評価書交付者】

【５．確認済証番号】 第 号

【６．確認済証交付年月日】 平成 16 年 3 月 15 日

【７．確認済証交付者】

【８．工事着手（予定）年月日】 平成 16 年 3 月 30 日

【９．工事完了予定年月日】 平成 17 年 3 月 30 日

【10．検査対象工程工事終了予定年月日】　

（第 1 回） 平成 16 年 4 月 20 日 （ ）

（第 2 回） 平成 16 年 5 月 20 日 （ ）

（第 3 回） 平成 16 年 10 月 15 日 （ ）

（第 4 回） 平成 16 年 11 月 15 日 （ ）

（第 回） 平成 年 月 日 （ ）

（第 回） 平成 年 月 日 （ ）

（第 回） 平成 年 月 日 （ ）

【11．その他必要な事項】（※住宅の名称についてご記入下さい）

＜住宅の名称＞

【12．備考】

（注意）
①　１欄は、住居表示が定まっていないときは、地名地番を記入してください。
②　２欄から４欄までに掲げる事項については、別紙に明示して添付すれば、記載する必要はありません。
③　５欄から７欄までは、確認済証が交付されていない場合は空欄としてください。
④　８欄は、既に工事を着手している場合はその年月日を、それ以外の場合は予定日の年月日を記入してください。
⑤　10欄は、検査の回数が５回以上の場合は、適宜記入欄を増やして記入してください。
⑥　ここに書き表せない事項で、評価に当たり特に注意を要する事項等は、11欄又は別紙に記載して添えてください
⑦　変更建設住宅性能評価に係る申請の際は、12欄に第三面に係る部分の変更の概要について記入してください。

　

鈴木　一郎　邸

下地張りの直前の工事の完了時

竣工時

ビューローベリタスジャパン株式会社

検査時期

基礎配筋工事の完了時

躯体工事の完了時

東京都中野区本町○○-○○

084-○○-2003-1-2-00001

ビューローベリタスジャパン株式会社

BVJ-Y03-10-○○○○○

記載例 設計評価書の交付番号を記載下さい。
受付番号ではありません。

正式な住宅名称が決まっていれば、
それを記載下さい。

弊社で確認審査・設計評価を交付
している場合、交付者欄には、
『ビューローベリタスジャパン株式会社』
とのみ記載下さい。

各検査工程における
検査予定日を記載下さい。
一戸建ての場合は上記の
通りでOKです。



 工事施工者※  住所

 氏名又は名称

 電話

 現場代理人

第１回目　

第２回目　

第３回目　

第４回目　

　　　　この施工状況報告書に記載する内容は､事実に相違ありません。

 建築物の名称※

 建築物の所在地※

鈴木　一郎　邸

東京都中野区本町○○-○○

施　工　状　況　報　告　書

【戸建住宅用】

ビューローベリタス　ジャパン株式会社

建設住宅性能評価の申請を行うにあたり､施工状況報告書を提出します。

１.※印の付されている欄は、建設住宅性能評価の申請の際に申請者が記入してください。

２.｢検査対象工程｣､｢検査年月日｣､｢評価員の署名｣欄は、検査を行った評価員が検査終了後に記入してください。

３.｢性能表示事項｣欄の ( 　等級) には、設計住宅性能評価時の等級を申請者が記入してください。

躯体工事の完了時

竣工時

４.｢変更内容｣､｢関連図書｣､｢管理の時期｣､｢確認内容｣は、施工管理者が記入してください。

５.｢検査方法｣､｢判定結果｣は、検査を行った評価員が記入してください。

下地張りの直前の工事の完了時

［記入要領］

検査対象工程 検査年月日 評価員の署名 施工(管理)者の署名

基礎配筋工事の完了時

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

株式会社▼▼▼工務店　代表取締役　山下誠

○○-○○○○-○○○○

記載例 在来木造用の、施工状況報告書
記載例です。
適時修正の上、御利用下さい。

■色部分は検査前に、
■色部分は検査後に記載下さい。

本報告書は、
申請書添付用2部　&
検査時提出用1部　の
計3部、御用意下さい。



性能表示

事項(等級) 変更
内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

構 耐震等級 部材の品質 ■無 □ □■ □部材の品質 □ □ 適・不 適・不

造 (等級 ２  )

の (等級 ２  )

安 耐風等級 土台・柱等 ■無 □ □■ □柱の小径 □□□ 適・不 適・不

定 (等級 ２  )

に

関 耐積雪 □ ■ □土台の継手位置 □ □ 適・不 適・不

す 等級

る (等級     )

こ ■納品書 □■ □ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの品質 □ □ 適・不 適・不

と

■工事写真 □■ □ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの □ □□ 適・不 適・不

   埋込み長さ

□ □■ □ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの位置 □ □ 適・不 適・不

耐力壁(1) ■無 □ ■ □筋かい耐力壁の □□□ 適・不 適・不

　 位置、長さ

□ ■ □筋かい耐力壁の □□□ 適・不 適・不

　 種類､断面　

耐力壁(2) □無 □ □□ □面材の耐力壁 □□□ 適・不 適・不

　 の位置、長さ

□ □□ □面材の種類、厚さ □□□ 適・不 適・不

□ □□ □釘の種類と □□□ 適・不 適・不

　 留付け状態

準耐力壁 ■無 □ ■■ □準耐力壁 □□□ 適・不 適・不

　 の位置・長さ

□ ■■ □垂れ壁、腰壁 □□□ 適・不 適・不

　 の位置、長さ

□ ■■ □垂れ壁、腰壁の □□□ 適・不 適・不

   巾と両隣の状況

□ □■ □面材の種類、厚さ □□□ 適・不 適・不

□ □■ □面材の高さ □□□ 適・不 適・不

■梱包材 ■■ □釘の種類と □□□ 適・不 適・不

　 留付け状態

施 工 状 況 報 告 書　【戸建住宅】

検査項目

施工状況報告欄※

関連図書

基１‐①　　No. １

管理の時期 検査方法 判定結果及び指摘事項の記録

施工状況確認欄

確認内容

※の欄を施工管理者が記入のこと
検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

(筋かい
の場合)

(面材の
 場合）

記載例

検査時変更等ある場合は、
『変更内容』欄の
■無チェックを消して下さい。
　また、変更内容については、
【変更申告書】に
内容を詳細記述下さい。

『関連図書』欄は、
検査時目視等が困難な場合に
参照する図書名を記載下さい。
例：工事写真
　　納品書
　　品質管理記録　等

施工状況確認欄は、
性能評価員が記載します。
記載不要です。

『管理の時期』欄は、
当該部分のチェック可能な
検査時期にチェックを入れて下さ
い。

※この例では一般的な時期にチェックを
入れてありますので,適時修正の上、

自己評価等級を記載
（以下同様）



性能表示

事項(等級) 変更
内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

構 耐震等級 床組等(1) ■無 □ ■ □１階 □□□ 適・不 適・不

造 (等級 ２  ) 　 火打ちの位置･種類

の (等級 ２  ) 　 断面寸法

安 耐風等級 □ ■ □２階,小屋 □□□ 適・不 適・不

定 (等級 ２  ) 　 火打ちの位置･種類

に 　 断面寸法

関 耐積雪 □ ■ □火打ちと取り合う梁 □□□ 適・不 適・不

す 等級

る (等級     )

こ □ ■ □火打材の留付け状態□□□ 適・不 適・不

と 　 隅長寸法

床組等(2) ■無 □ ■ □面材の種類､厚さ □□□ 適・不 適・不

   (２階小屋)

■工事写真 ■ □根太の寸法､間隔 □□□ 適・不 適・不

□ ■ □根太の取付工法 □ □ 適・不 適・不

■梱包材 ■ □釘の種類と □□□ 適・不 適・不

　 留付け状態

屋根面 ■無 □ ■ □屋根勾配 □□ 適・不 適・不

□ ■ □面材の □□□ 適・不 適・不

　 種類、厚さ

■工事写真 ■ □垂木の □□□ 適・不 適・不

　 寸法､間隔

■工事写真 ■ □釘の種類と □□□ 適・不 適・不

■梱包材 　 留付け状態

接合部(1) ■無 ■梱包材 ■ □接合金物の品質 □ □ 適・不 適・不

□ ■ □筋かい端部の □□□ 適・不 適・不

　 の接合部

接合部(2) ■無 ■工事写真 ■ □柱脚、柱頭 □□□ 適・不 適・不

　 の接合部

接合部(3) ■無 ■工事写真 ■ □床、屋根の接合部 □□□ 適・不 適・不

■工事写真 ■ □胴差しと通柱 □□□ 適・不 適・不

　 の接合部

検査方法 判定結果及び指摘事項の記録

施 工 状 況 報 告 書
基１‐②　　No.２

管理の時期

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認
※の欄を施工管理者が記入のこと

検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容

記載例



性能表示

事項(等級) 変更
内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

構 耐震等級 横架材 ■無 □ ■ □2階床大梁の □□□ 適・不 適・不

造 (等級 ２  ) 　 断面、間隔

の (等級 ２  ) □ ■ □2階床小梁の □□□ 適・不 適・不

安 耐風等級 　 断面、間隔

定 (等級 ２  ) □ ■ □小屋大梁の □□□ 適・不 適・不

に 　 断面、間隔

関 耐積雪 □ ■ □小屋小梁の □□□ 適・不 適・不

す 等級 　 断面、間隔

る (等級     ) □ ■ □胴差の □□□ 適・不 適・不

こ 　 断面、間隔

と ■工事写真 ■ □根太の □□□ 適・不 適・不

　 断面、間隔

■工事写真 ■ □垂木の □□□ 適・不 適・不

　 断面、間隔

基礎　１ ■無 □ ■ □基礎の配置 □□ 適・不 適・不

(寸法･配筋)

□ ■ □根入れ深さ □□□ 適・不 適・不

■工事写真 □■□□□立上り部分の高さ □□□ 適・不 適・不

■工事写真 □■ □立上り部分の厚さ □□□ 適・不 適・不

□ ■□ □基礎底盤の寸法 □□□ 適・不 適・不

□ ■ □主筋の径、位置 □□□ 適・不 適・不

□ ■ □補強筋の径、 □□□ 適・不 適・不

　 位置等

□ ■ □開口周辺 □□□ 適・不 適・不

　 等の補強

地盤又は 地盤 ■無 ■地盤調査 ■ □地盤の種類、 □ □ 適・不 適・不

杭の許容 報告書 　 支持力

支持力等

及びその 地業 ■無 □ ■ □地業の状態 □ □ 適・不 適・不

設定方法

基礎の構 基礎　２ ■無 □ ■ □基礎の構造方法 □ 適・不 適・不

造方法及 (形式)

び形式等

□ ■ □基礎の形式 □ 適・不 適・不

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

基１‐③　　No.３

※の欄を施工管理者が記入のこと

施 工 状 況 報 告 書

検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容
検査方法 判定結果及び指摘事項の記録管理の時期

記載例



性能表示

事項(等級) 変更
内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

火 感知警報 感知警報 □無 □ ■□感知部分の □ 適・不 適・不

災 装置設置 装　　　置 　 設置場所

時 等級

の -自住戸- ■製品資料 ■□感知部分の □ □ 適・不 適・不

安 (等級  4  ) 　 種別

全

に □ ■□感知部分の □□□ 適・不 適・不

関 　 取付位置

す

る ■製品資料 ■□感知部分の □ 適・不 適・不

こ 　 感度等

と

□ ■□警報部分の □ 適・不 適・不

　 性能

脱出対策 脱出対策 □無 ■製品資料 ■■避難器具の □ □ 適・不 適・不

(3階以上) ■納品書 　 設置

□該当なし

■□直通階段に直接 □ 適・不 適・不

   通ずるバルコニー

耐火等級 開口部の ■無 □ ■□対象となる範囲 □ 適・不 適・不

〔開口部〕 耐火性能

(等級 2  )

□該当なし □ ■□開口部の □ □ 適・不 適・不

　 耐火性能

耐火等級 外壁・軒裏 ■無 □ ■□対象となる範囲 □ 適・不 適・不

〔開口部 の構造

    以外〕

(等級 4  ) □ ■□外壁の構造 □ □ 適・不 適・不

□該当なし

□ ■□軒裏の構造 □ □ 適・不 適・不

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

基２　　No. ４

※の欄を施工管理者が記入のこと

検査方法

施 工 状 況 報 告 書

検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容
管理の時期 判定結果及び指摘事項の記録

記載例



性能表示

事項(等級) 変更
内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

劣 劣化対策 地盤の防蟻 ■無 (ｺﾝｸﾘｰﾄによる場合)

化 等級 □ □■ □ｺﾝｸﾘｰﾄの □ □ 適・不 適・不

の (等級 3  ) 　 打設範囲

軽

減 (土壌処理による場合)

に □ □□ □土壌処理の材料 □ □ 適・不 適・不

関

す

る □ □□ □土壌処理の状態 □ □ 適・不 適・不

こ

と

基礎高さ ■無 □ ■□ □地面から基礎 □□ 適・不 適・不

   上端までの高さ

床下換気 ■無 □ □ □ｺﾝｸﾘｰﾄの打設範囲 □ □ 適・不 適・不

防湿措置

□ □ □ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ □ □ 適・不 適・不

□ □ □防湿フィルム等の □ □ 適・不 適・不

   種類、厚さ

□ □ □防湿フィルム等の □ □ 適・不 適・不

   措置状態

□ □ □換気口(基礎開口) □ □□ 適・不 適・不

   の位置

□ □ □換気口(基礎開口) □ □□ 適・不 適・不

   の大きさ

■納品書 ■ □基礎パッキング □□□ 適・不 適・不

　 の位置

□ ■ □基礎パッキング □□□ 適・不 適・不

　 の寸法・形状

□ □ □断熱材の設置位置 □□□ 適・不 適・不

　 ・種類・厚さ

（基礎断熱工法）

土台の防腐 ■無 ■納品書 ■ □部材の樹種、小径 □□□ 適・不 適・不

防蟻

□ ■ □保存処理の □ □ 適・不 適・不

 　方法、状態

□ □■ □土台と外壁の □ 適・不 適・不

　 取合部（水切り等）

※の欄を施工管理者が記入のこと

管理の時期
関連図書

基３　　No.５

施 工 状 況 報 告 書

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

判定結果及び指摘事項の記録検査方法

施工状況確認欄施工状況報告欄※

検査項目
確認内容

記載例



性能表示

事項(等級) 変更

内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

劣 劣化対策 外壁の軸組 ■無 □ ■ □外壁工法 □ □ 適・不 適・不

化 等級 ・枠組等 　 (通気構造等)

の (等級 3  )

軽 ■納品書 ■ □部材の □□□ 適・不 適・不

減 　 樹種、小径

に

関 ■実施報告書 ■ □保存処理の □ □ 適・不 適・不

す 　 方法、状態

る

こ 小屋裏換気 ■無 ■製品資料 ■ □給気口、排気口 □ □ 適・不 適・不

と    の位置、大きさ

浴室・脱衣 ■無 □ ■ □浴室の防水措置 □ □ 適・不 適・不

室の防水

□ □■□脱衣室の防水措置 □ □ 適・不 適・不

維 維持管理 共用配管 ■無 □ ■ □コンクリート内 □ □ 適・不 適・不

持 対策等級 　 埋込み配管

管

理 (等級 3  ) 地中埋設管 ■無 □ ■ □屋内部の地中埋設 □ □ 適・不 適・不

へ 　 管上のｺﾝｸﾘｰﾄ

の

配 □ ■ □外周部の地中埋設 □ □ 適・不 適・不

慮 　 管上のｺﾝｸﾘｰﾄ

に

関 専用排水管 ■無 ■製品資料 ■□□排水管の仕様等 □ □ 適・不 適・不

す の性状等・

る 清掃措置

こ □ ■□□排水管の設置状態 □ 適・不 適・不

と

□ ■□排水管の掃除口 □ 適・不 適・不

 (便所：腰掛式の場合

　は取り外しによる）

□ ■□トラップの清掃措置 □ 適・不 適・不

　　　(給排水設備品)

配管点検口 ■無 □ ■□開口の位置 □ 適・不 適・不

□ ■□開口と配管の関係 □ 適・不 適・不

関連図書 確認内容
判定結果及び指摘事項の記録

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

施工状況報告欄※

※の欄を施工管理者が記入のこと

検査項目

施 工 状 況 報 告 書
基３･４　　No.６

管理の時期 検査方法

施工状況確認欄

記載例



性能表示

事項(等級) 変更

内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

温 省エネル 躯体の断熱 ■無 ■製品資料 □■ □断熱材の種類－1 □ □□ 適・不 適・不

熱 ギー対策 性能 ■納品書 　(床、土間床等の

環 等級 　　　　　　　外周部)

境 (  3 等級)

に ■工事写真 □■ □断熱材の □ □ 適・不 適・不

関 　 保管、養生

す

る □ □■ □床の断熱構造 □ □ 適・不 適・不

こ

と

□ □■ □土間床等の外周部 □ □ 適・不 適・不

　 の断熱構造

     

■製品資料 ■ □断熱材の種類－2 □ □□ 適・不 適・不

■納品書 　(屋根又は天井、壁)

□ ■ □屋根又は天井の □ □ 適・不 適・不

　 断熱構造

□ ■ □壁の断熱構造 □ □ 適・不 適・不

躯体の ■無 □ □ □気密材の種類 □ □ 適・不 適・不

気密性

□ □ □気密材の位置 □ □ 適・不 適・不

□ □ □気密材の施工状態 □□□ 適・不 適・不

□ □ □基礎断熱工法の □ □ 適・不 適・不

　　気密の措置

開口部の ■無 ■製品資料 ■ □窓等の □ □ 適・不 適・不

断熱性能等 　 仕様・気密性

■製品資料 ■ □ドアの □ □ 適・不 適・不

　 仕様・気密性

開口部の日 ■無 (庇・軒等による場合)

射遮蔽性能 □ ■ □庇・軒等の状態 □□□ 適・不 適・不

(付属部材による場合)

□ ■ □付属部材の □ □ 適・不 適・不

　 設置状態

(窓・ドアによる場合)

□ ■ □窓・ドアの仕様 □ □ 適・不 適・不

基５　　No. ７

施 工 状 況 報 告 書

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

※の欄を施工管理者が記入のこと

検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容
管理の時期 検査方法 判定結果及び指摘事項の記録

記載例

不要な項目には
斜線を引いて下さい。



性能表示

事項(等級) 変更

内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

空 ホルムア 居室の ■無 ■製品資料 ■□製材等 □ □ 適・不 適・不

気 ルデヒド 内装及び 　 の有無

環 対策 天井裏等

境 (発散等級) □ ■□特定建材 □ □ 適・不 適・不

に 　 の有無

関

す 内装 □ ■□その他の建材 □ □ 適・不 適・不

る (  3 等級) 　 の有無

こ

と 特定建材の ■無 ■製品資料 ■ （建材名：　　　　　　　）

天井裏等 性能区分 □建材の性能区分 □ □ 適・不 適・不

(  3 等級) □ ■□建材の使用範囲 □ □ 適・不 適・不

■無 ■製品資料 ■ （建材名：　　　　　　　）

□建材の性能区分 □ □ 適・不 適・不

□ ■□建材の使用範囲 □ □ 適・不 適・不

■無 ■製品資料 ■ （建材名：　　　　　　　）

□建材の性能区分 □ □ 適・不 適・不

□ ■□建材の使用範囲 □ □ 適・不 適・不

■無 ■製品資料 □■ （建材名：　　　　　　　）

□建材の性能区分 □ □ 適・不 適・不

□ □■□建材の使用範囲 □ □ 適・不 適・不

■無 ■製品資料 ■ （建材名：　　　　　　　）

□建材の性能区分 □ □ 適・不 適・不

□ ■□建材の使用範囲 □ □ 適・不 適・不

□無 □ □□気密材の種類 □ □ 適・不 適・不

□気密材の位置

□ □□気密材の施工状況 □ □ 適・不 適・不

□無 □ □□機械換気設備等 □ □ 適・不 適・不

　の種類

□ □空気圧の状況 □ □ 適・不 適・不

換気対策 居室の換気 ■無 (常時機械換気)

対策 ■製品資料 ■□機械換気設備 □ □ 適・不 適・不

（機械換気 　 の仕様・位置

　の場合） □ ■□主ダクト長さ、位置、 □ □ 適・不 適・不

　 曲がり、分岐

□ ■□枝ダクト長さ、位置、 □ □ 適・不 適・不

　 曲がり、分岐

□ ■□端末換気口の仕様 □ □ 適・不 適・不

　・位置

□ ■□居室等出入口の □ □

　通気措置 適・不 適・不

居室の換気 □無 □ □□給排気口の位置等 □ □

対策 適・不 適・不

(その他の場合） □ □□居室等出入口の □ □

　通気措置

※天井裏等が
機械換気設
備等の措置に
よる場合記入

※天井裏等が
気密層又は
通気止めによ
る措置による
場合記入

施 工 状 況 報 告 書
共通６　　No. ８

管理の時期

※の欄を施工管理者が記入のこと

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

判定結果及び指摘事項の記録検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容
検査方法

記載例



性能表示

事項(等級) 変更

内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

空 換気対策 局所換気 ■無 ■□便所の換気措置 □ 適・不 適・不

気 対策

環

境 ■□浴室の換気措置 □ 適・不 適・不

に

関

す ■□台所の換気措置 □ 適・不 適・不

る

こ

と

光 単純開口率 ■無 ■ □開口部の □ 適・不 適・不

・ 及び方位別 　 形状、形式

視 開口比

環

境 ■ □開口部の寸法 □□ 適・不 適・不

に 　( 高さ、巾、角度 )

関

す

る

こ

と

音 透過損失 開口部の □無 □ □ □開口部の遮音性能 □ □ 適・不 適・不

環 等級 遮音性能 　(居室の窓)

境 (    等級)

に

関 □ □ □開口部の設置状況 □ □ 適・不 適・不

す

る

こ □選択

と ■否選択

高 高齢者等 部屋の配置 ■無 ■□日常生活空間 □ 適・不 適・不

齢 配慮対策 　 の配置

者 等級

等 ( 3 等級) □□ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ □ 適・不 適・不

へ 　 の設置

の

配 段差 ■無 ■□玄関出入口の段差 □□ 適・不 適・不

慮

に ■□玄関上り框の段差 □□ 適・不 適・不

関

す ■□浴室出入口の段差 □□ 適・不 適・不

る

こ

と ■□バルコニー出入口 □□ 適・不 適・不

　 の段差

■□その他の部分 □□ 適・不 適・不

　 の段差

■□日常生活空間外 □□ 適・不 適・不

　 の床の構造

施 工 状 況 報 告 書
共通６･７･８･９　　No. ９

管理の時期 検査方法 判定結果及び指摘事項の記録

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

※の欄を施工管理者が記入のこと

施工状況確認欄

関連図書 確認内容
検査項目

施工状況報告欄※

記載例



性能表示

事項(等級) 変更

内容 1 2 3 4 Ａ Ｂ Ｃ 一次 二次

高 高齢者等 階段 ■無 ■□蹴上げ・踏面寸法 □□ 適・不 適・不

齢 配慮対策

者 等級 ■□踏込み寸法 □□ 適・不 適・不

等

へ ■□まわり階段部分 □□ 適・不 適・不

の 　 の構成

配 ■□平面形状 □ 適・不 適・不

慮

に ■□すべり止め □ 適・不 適・不

関

す 手すり ■無 ■□階段の手すり □□ 適・不 適・不

る

こ ■□便所の手すり □□ 適・不 適・不

と

■□浴室の手すり □□ 適・不 適・不

■工事写真 □■□玄関の手すり □□□ 適・不 適・不

■工事写真 □■□脱衣室の手すり □□□ 適・不 適・不

手すり ■無 ■□バルコニー □□ 適・不 適・不

(転落防止 　 の手すり

 のための

 手すり) ■ □2階以上の窓 □□ 適・不 適・不

　 の手すり

■□廊下及び階段 □□ 適・不 適・不

　 の手すり

□ □■□手すり固定状態 □□□ 適・不 適・不

■□手すり子の間隔 □□ 適・不 適・不

通路・ ■無 ■□通路の幅員 □□ 適・不 適・不

出入口

の幅員 ■□玄関出入口 □□ 適・不 適・不

　 の幅員

■□浴室出入口 □□ 適・不 適・不

　 の幅員

■□その他の出入口 □□ 適・不 適・不

　 の幅員

寝室･便所 ■無 ■□浴室の広さ □□ 適・不 適・不

･浴室の広さ

■□便所の広さ □□ 適・不 適・不

■□便器の種類 □□ 適・不 適・不

　 （腰掛け）

■□特定寝室の広さ □□ 適・不 適・不

施 工 状 況 報 告 書
共通９　　No. 10

管理の時期 検査方法 判定結果及び指摘事項の記録

検査方法 － Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

※の欄を施工管理者が記入のこと

検査項目

施工状況報告欄※ 施工状況確認欄

関連図書 確認内容

記載例



第八号様式（第六条関係）

平成 16 年 12 月 88 日

ビューローベリタス　ジャパン株式会社　殿

申請者の氏名又は名称 印

代表者の氏名

　住宅の品質確保の促進等に関する法律施行規則第６条第１項の規定に基づき、検査対象工程に

 係る工事が完了する日（完了した日）を通知します

１．設計住宅性能評価書交付番号　　　　　　 第 号

２．設計住宅性能評価書交付年月日　　　　　 平成 16 年 3 月 15 日

３．設計住宅性能評価書交付者

４．検査対象工程に係る工事

５．検査対象工程に係る工事の完了（予定）年月日 平成 16 年 5 月 20 日

６．建築場所

（注意）
① 数字は算用数字を用いてください。
※印のある欄は記入しないでください。

② 申請者（申請者が法人である場合にあっては、その代表者）の氏名の記載を自署で行う場合においては、
　押印を省略することができます。

③ 一の申請者が、共同住宅等の複数の住戸に係る通知を行う場合、この通知書一部をもって
　通知を行うことができます。

記

鈴木　一郎

基礎配筋工事

東京都中野区本町○○-○○

検査対象工程に係る工事が完了する日又は完了した日の通知

住宅の品質確保の促進等に関する法律施行規則第6条第１項の規定による

084-○○-2003-1-2-00001

ビューローベリタスジャパン株式会社

印

建設評価申請時の
『申請者氏名』に
合わせて下さい。

設計評価受付番号（BVJ-T○○-○○○○）ではなく
交付番号（084-○○-○○○○-○○○○○）を
記載下さい。

検査対象工程名を記載
・基礎配筋工事
・躯体工事
・内装下地張り直前の工事
・竣工　　のいずれかです。

この書類は各検査工程毎に
1枚提出必要です。
（1戸建住宅の場合は
　4枚提出必要になります）

必ず検査予定日2週間前迄に
弊社担当に御提出下さい。

※建設性能評価受付時に添付
必須となる書類ではありません。



N0. 性能表示事項 変更項目 変更内容報告欄

1 6-1：ホルムアル 石膏ボード⇒合板 洗面所天井下地材を石膏ボード⇒耐水合板（F☆☆☆☆）に変更

デヒド発散等級

2 8-4：透過損失サッシ遮音等級 LD北面サッシの遮音等級をT1⇒T2に変更

等級（開口部） T1⇒T2

3 9-1：高齢者対策
玄関部手摺取付位
置 玄関部手摺の取付位置を変更（変更図面別紙にて添付）

等級（専用部） 変更

4 1-1：耐震等級筋交位置変更 変更図面及び検討資料を別紙にて添付

検査年月日 H16.5.21

変 更 申 告 書

建築物の名称 鈴木　一郎　邸

工事施工(管理)者  性能　五郎

性能評価等級の変更を伴わない
変更がある場合については、
この『変更申告書』を、検査時
もしくは検査後に提出下さい。
（手数料不要）

性能評価等級が変わってしまう
変更内容については、
『変更住宅性能評価申請書』
を提出の上、再度
設計評価を受け直して下さい。
（手数料別途発生します）

検査時立会者の氏名を記載下さい

検査を受けた年月日を記載


